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集印帳と芭蕉の旅

私が専門書以外に好んで読む機会の多いも

のは、歴史や伝記などである。特に古代史に

関連したものを好み、私はそこに登場してく

る古い寺院等を訪ね、素晴らしい建築や仏像

と出会うことを喜ぴとしている。

私が寺院の巡歴を始めたのは、昭和30年頃

からで、友人の勧めで法隆寺に参詣の折に初

めて集印帳を買い求めた。その一頁には添え

書もなく「法隆学問寺」の寺印だけが押され

ている。勤務地が水戸、東京、大阪と代るに

つれて、訪ねる寺院の場所も広がり、その数

も多くなってきた。もう4冊目になった集印

帳も余白の残りが少くなっている。

初め孫苧雁寺で買い求めた集中帳の中程に
皇宮山鉛満寺の寺印に、秋田県象潟、昭和48

年8月22日と添え書してある。私は当時高校

と中学に進んだ娘をつれて、芭蕉が曽良をと

もなって旅した「おくのほそ道」の歌枕(名

戸斤)を旅行することとした。その前年に松島、

平泉、中尊寺、立石寺を訪ねた。ぞしてこの

28年には芭蕉の旅とは逆のコースをとり、酒

田、鳥海山を経て殊潟ヘの旅であった。

蛸満寺は別に干満珠寺あるいは蒙潟寺とも

いい、阿弥陀如来を本尊とする真言宗の寺院

である。その寺号の由来は、神宮皇后がΞ韓

から干満両珠を携えて帰国したとの故事にも

とづくものともいわれている。境内には樹齢
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千年にも達するタプの巨木を始め、歴史を感

じさせる欝蒼とした樹木が参道の両側にそそ

り立っている。参道の向うには品よくぞして

堂々として身がまえているような山門が印象

的であった。芭蕉が旅した当時の象潟は、松

島にも似た小島が浮ぶ入江であった。そして

彼等はここに舟を浮ベて遊んだといわれる。

寺の方丈に座って入江をながめた芭蕉は、そ

の景色について、

「おもかげは松島に通いてまた異なり、松島は
ら

笑うがごとく、象潟は憾むがごとし。寂しさ

に悲しみを加えて地勢魂をなやますに似たり」

の一文を加えた。そして
せいし

"象潟や雨に西施が含歓の花"

の一句を詠んだ。これ程芭蕉に激賞された敦

潟も、二人が北陸路に向けて出立してから

115年後、文化元年(1804)の大地震で海底

が隆起し、地勢が一変して陸地になってしま

つた。そして私共が訪ねた象潟の海は入江に

点在していた九十九島の景勝はなく、いまは

水田の中に大小60余りのぽっかりとした小山

となって残っているだけである。

その後私共家族の奥の細道紀行も娘達の進

学で同行できなくなった。そのため家内と

時々東北、北陸路をドライブし、芭蕉のたど

つた歌枕を訪ね終えたのは、その後5~6年

もたってがらである。
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異文ヒ交流論
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ドイツの哲学者カントは、スコットラン

ドの思想寒ヒュームの本を読んで独断の眠

りを覚まされたと言って感謝したが、文化

交流はいつもそんな平和な形で行われたわ

けではない。歴史的に見て、文化の交流を

引き起こしたのは、多くの場合、戦争と交

易であった。戦争を契機として、女化の大

きな流れが生じた例としては、古くは、ア

レキサンダー大王による遠征がある。これ

は、ギリシア文明をインドへもたらし、そ

れはめぐり来たってわが国にまで達してい

る。もう少し新しい例をとれぱ、十字軍運

動がある。十字軍運動は、結果として、ア

ラピアの文化を西欧にもたらすこととなっ

た。これはまた、アラピア経由で古代ギリ

シアの文化、すなわちアリストテレスの思

想を、西欧に逆輸入する結果ともなった

そして、これは更にトマス・アクイナスが

キリスト教に論理的な骨格を与えるという

結果を生み、その後の西欧の思想に大きな

影響を残した。

過去において文化交流は戦争によること

が多かったという事実を述ベたのは、今後

もそうだ、と言うためではない。文化の交

流という言葉の甘さに酔うのは危険である

ことに、注意を喚起したまでである。親子、

兄弟、夫婦もまた、喧嘩を通じて理解し合

うようになることがしぱしぱである。立化

というものはひとつの社会における人々の

生きざまの根底をなすものであるからには、

いつも穏やかに別の社会に伝わるというわ

けにはいかない。異文化の急激な流入は、

多かれ少なかれ異常状態を生むのである。

そもそも他国の文化が理解可能かどうか、

本来はまず周うてみるべきであろう。しか

し、ここではその議論はしないでおく。

経営情報学部経営環境情報学科教授
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わが国の近代化も、地球規模で動いた艾

化潮流に洗われた結果である。それは世界

的なスケールでの交易の拡大の結果だ、と

言ってもよい。ただ、わが国の場合、文化

に関してはこれまで、いささか輸入超過で

あり、皆無とは言わないがあまり輸出がな

いので、交流という言葉を、これまでの経

過について言うには無理がある。日本がこ

れまで輸入した文化のうちで大きなものは、

仏教、儒教、西欧の近代的精神のΞつであ

るが、ここでは近代化に話を絞り、明治に

おける西欧立化の輸入だけを取り上ける。

ペリーが四隻の軍艦を率いて浦賀にやっ

て来た時の日本人の驚きは、実に何とも筆

舌に尽くせないものであったようである。

たちまち日本人たちは、「太平の眠りを破る

(蒸気船)上喜撰、たった四杯で夜も眠れぬ」

状態に陥った。大多数の日本人にとって、

これは突然目の前に開けた国際環境であり、

その刺激を文字通り痛感して、二百年の太

平の夢は一度に破れたのである。この事態

の前面は、通商交易であったが、背後には

外国の武力があった尊皇攘夷と開国左幕

の嵐の中で明治政府が成立した過程には、
^
立ち入ることはできない。押し寄せたτフ、

西欧の文明を、われわれの先祖がどのよう

に取り入れたか、その一端を覗くたけにし

ておこう。

長崎においてわずかにオランダと通商し

ていた以外、長きに亙って西欧の文物に対

し窓を閉ざしていたわが国に、どのように

西欧の文化を取り入れるべきかq この問題かんかんが

に対し、当時の識者たちが侃々誇々の意見

を闘わしたことは想像に難くないが、その

中で特に注目すべきは福沢諭吉である。彼

の『文明論之概略』をひもどいてみよう。
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彼は、議論をするにはまず本位を定めね

ぱならない、と言う。議論する立場と問題

意識とをはっきりさせよというのである

本位を定めて議論しないなら、議論は、末

節に終始したり、かみ合わなかったりする。

そういう議論をしても意味がない。

福沢は、わが国がその独立を失うことを

恐れた。これは、当時の欧米のあり方を見

れぱ当然のことである。阿片戦争は福沢に

とっては、つい先頃のことであった。わが

国の取るべき方針は明らかである、と彼に

は思えた。わが国を欧米諸国に比肩しうる

文明国にせねぱならない。そして、これを

目指して議論の本位を定めるべきである、

と彼は考える。むろん彼は、欧米諸国に欠

陥がない、と言うのではない。欧米諸国に

も、戦争はあり、泥棒はおり、権力争いは

絶え周がない、と彼は指摘する。しかし、

欧米諸国の文明が満足すべきものではない

ということは、それを捨てるべきだという

ことにはならない。なぜなら、福沢が論じ

ている時点において、他に取るべきものが

存在しないからである。

ここまでの論点はただ欧化主義に過ぎな

いではないか、と言われよう。それは、当

時としてはやむを得ない議論であったとし

ても、今ではもう役に立たないと、思われ

るかもしれない。しかし福沢の卓見のひと

つは、この後にすぐ出てくる。「文明には、

外にあらわるる事物と、内に存する精神と

二様の区別あり。外の文明はこれをとるに

易く、内の精神はこれを求めるに難し。国

の文明を謀るには、その難を先にして易を

後にし、難きものを得るの度に従いてよく

その深浅を測り、乃ちこれに易しきものを

施して正しくその深浅の度に適せしめざる

ぺからず」、と。「易しいもの」、「外的なも

の」と福沢が言うのは、衣服、飲食、機械、

住居、政令、法律などである。文明の精神

とはなにか。福沢は、これを人民の気風、

国論などと表現しているが、要するに国民

の知性のことである。

文明を求めるに当たって、福沢は、その

形を先にするのを不可とした。順序を問違

えると、それは用をなさないぱかりでなく、

かえって害をなすことが多く、いずれ壁に
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岩波文

突き当たると言うのが、彼の意見である。

しかし、その後の日本は、彼がいけないと

言った形で文明開化の道を進んだ。そして、

欧米人の考えを本当はよくわかっていない

のに、わかったと思う日本人たちが今日、

世にあふれている。おそらくそのような

人々も、日頃、一万円札で福沢の顔を見て

いるはずだが、福沢の言ったことは知らな

いのであろう。

ここに福沢の意見を述ベている周、私の

念頭にあったのは、十八世紀のスコットラ

ンド啓蒙のことであるかの国は、十八世

紀の初めに、イングランドと合邦した。し

かし、今でもスコットランドは、イングラ

ンドとは違うのだ、という意識を持ち続け

ている国である。そして、この意識の根源

をなすものこそが、スコットランド啓蒙を

生み、ヒュームやアダム・スミスのような、

世界に誇れる思想的な偉人を生んだ。これ

らは、迫り来るイングランドの政治、経済、

文化の圧迫と伝統的なスコットランド文化

とのはざまにあって、両者を確と受け止め、

自らの文明の精神はいかなるものであるべ

きかを追求したところから生まれてきた成

果である。それは、わが国の異文化受容の

ありかたと著しい対照をなしている。

岩波文庫版「文明論之概略」

0801 文庫本コーナー
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「現代日本の形成過程」

このたぴ、本学図書館に『現代日本の形

成過程』(全52巻)というピデオ教材が入っ

た。このピデオは、実録の未公開映像や写

真、新聞記事など豊富に取り入れて、明治

維新から現代まで日本のたどった発展の歴

史を浮き彫りにしたものである。

それは、過去の記録映像を単に羅列する

のではなく、全体を、(1)決定的瞬問でた

どる政策過程、(2)近代日本が遭遇した国

際関係、(3)我々の創った社会資本・都

市・制度、(4)産業化の現在(戦前の到達

と戦後の成熟)、という4つのテーマにそれ

ぞれ13巻ずつに分けている。具体的な内容

については、直接諸君の目で確かめていた

だくこととして、ここでは、このピデオ教

材を積極的に活用することを薦める理由を、

次の2点から指摘したい。

第1に、より一層の教養知識の向上に役

立つということである。高校までの歴史教

育では、どうしても、授業の時周的制約か

ら近現代史が手薄になっており、ぞのため

に、現在大学生の近現代史に関する知識不

足に対する強い懸念の声が聞かれている

「今」に直接つながる歴史的事実についての

基本的知識が不足していることは、個人的

レベルで言えぱ、今後社会人として活躍し

ていく上で大きなハンデであり、また社会

的レベルで言えぱ、世代周の認識ギャップ

の原因となっている。この知識の不足を補

うために、このシリーズ全編を是非一度見

ていただきたい。なお、このシリーズは、

この種の教材によくみられるような、政治

だけとか経済だけとか単一分野を扱ったも

のではなく、現在の日本がどのように形成

されてきたのかを、幅広く総合的に描き出

そうとしているので、教養としての知識を

身につける上で最適である。
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第2に、大学の講義、特に歴史や社会科

学関連の科目を受ける上で、より理解度を

深めるために活用することができる点であ

る。生まれる以前の過去の問題や現象につ

いては、どうしても"りアリティ"を感じ

られず、そのために理解しにくく感じる場

合が多々ある。しかも、同時に私たちはと

もすれぱ、それは仕方ないこととしてその

ままにしてしまったり、あるいは、むしろ

そうした距離感、疎外感を客観的な見方と

錯覚してしまっている場合がある。しかし、

物事を客観的にみることは、あくまでも観

察対蒙に対する緊密な理解を前提とするの

で、こうした映像資料はその時代の雰囲気

を少しでも感じ取って、理解を妨げている

"りアリティ"の欠如を補うという意味で大

変有用なのである。

このピデオ教材は、各テーマごとに担当

の研究者がわかりやすい解説を加えており、

それはまさに 1回30分という手軽さで受け

られるピデオによる講義と言ってもよい。

映像もそしてその構成もしっかりとしてい

るので、是非少しずつでも良いから視聴し

て、私たちの社会がたどった歴史の軌跡と

その息吹を感じ取ってもらいたい。そして、

「今」だけでなく、これからの時代を見る眼

を養ってもらいたい。
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翻訳ホンヤク本厄?

ボルヘスやアストゥリアスといった作寡

が単発的に紹介されていたラテンアメリカ

文学を最初にまとまった形で日本に翻訳紹

介したのは70年代後半の国書刊行会のくラ

テンアメリカ文学叢書>だった。その後、

集英社が長編を中心にくラテンアメリカの

文学>全18巻の選集を組んだ。この選集は

83年6月に配本開始したが前年のガルシア=

マルケスのノーベル文学賞受賞が追い風と

なってわが国でも評判になった。筆者にと

つてもこの選集刊行中の2年問はなにかと思

い出深い。

まず、恩師のはからいで共訳のはずだっ

たサパトの英雄たちと墓」を結局、全部

訳したこと。 83年11月に同書は出たが、お

かげで、翻訳の文化的意義を重く見たアル

ゼンチン大使が自国の文学作品の訳者たち

を大使館に招いて感謝する、その宴に招か

れた。ところが、その傑作を訳しおえてホ

ツとし、のんぴりしていたのはここまで

以後、配本予定日との兼ね合いから他の訳

者の応援に駆り出されることになった。5分

の1ほどを訳し翌年4月に出たフエンテスの

朋兇皮』。そしてい弐もなお鮮明に思い出す

のは12月のムヒカ=ライネス『ボマルツォ

公の回想』。ぞれまで読んだことのない原文

600ページの大長編の半分を頼まれたの力恰

摂南大学図書館報

0

安藤哲行国際言語文化学部教授

あんどう

月、締切りは10月半ぱ。まあ、いいかと気

安く引き受けたものの、7月は初めての海外

研修の引率で一行も訳せず、メキシコから

帰ってからの3力月がまさしく地獄の日々と

なった。机・テープルのある場所では前に

大学ノート、横に原著のコピーと辞書とい

つた恰好で作業をし、電車の中では訳した

部分のチェック。むろん当時はワープロな

どという便利なものはなく、自分で原稿用

紙に写す暇もなかったため、真っ赤になっ

たノートを家人が清書。締切り日前日には

東京から編集者が拙宅に来て泊まり込み、

翌朝、ようやく訳了すると、編集者は原稿

の束を手に印刷所ヘ直行。そのときは充実

感、解放感といったものはなく、ただ、終

わった、と思っただけだった。この翻訳作

業で乱視になり、いまでさえ、よくあんな

ことができたと我ながら感心するが、締切

に問に合ったのは丁寧に清書してくれた家

人のおかげ、そして、原作の面白さのおか

げでもある。『ボマルツォ公の回想』は澁澤

龍彦が日本に紹介した、イタリアはルネッ

サンス期にボマルツォの怪物の森を創った

オルシーニ公の一生を描いたもの。物語と

してじつに巧く仕上がっており、長いから

こそいっそう読書の楽しさを満喫させてく

れる。ただ、後半の拙訳は前半の士岐先生

の訳のような風格がない。

翻訳するたぴ日本語の難しさ、自分の語

業不足を痛感する。翻訳しながら直し、ゲ

ラとなって出てくるとまた直す。これで完

壁と思えるような訳はできたためしがなく、

版が変われぱまた直す。原因は翻訳に対す

る考え方の変化、もっと大きいのは日本語

に対する感覚のズレ。まさに翻訳とは本当

に厄介なもの。

てつゆき

0

私がしナクノンゴ
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摂南大学図書館報

ワシントン大学図書館

ワシントン大学は、アメリカ合衆国北西

部のシアトル市にあるワシントン州立の名

門総合大学である。国際言語文化学部の学

生夏期海外研修の引率教員として同行した

際に、その充実した図書館を利用する機会

をえたので、その一端を紹介したい。

広大なキャンパスの中心に位置する、大

学のシンボルとでもいうべき建造物が、

Suzza110 ubraryである。外観は写真のごと

くステンドグラスの美しい建物であるが、

それにモダンなA11en Libraryが接続して、あ

わせて大学のメインライプラリとなってい

る。向かいには学部学生用のodegaard

Undergraduate Libraryがあり、その他に19

にもおよぶ専門別の図書館がキャンパス内

の建物に点在している。全蔵書数500万冊、

そのうち日本語の書籍力ち0万冊もあるとい

う。全蔵書で日本のトップレベルの東大

京大の蔵書数にほぽ匹敵し、日本語の書籍

でさえも日本の地方国公立大学や私大では

これにおよぱないところが多いであろう。

国際言語文化学部助教授美川
みかわ

NO.44

これらの図書館を利用する際に特筆すぺ

きは、学外者の入館が自由であるところで

ある。何らの閲覧証の発行さえなしに、開

館時間内であれぱまさに「ふらっと」図書

館に入っていける自由さは、日本の大規模

な大学の不自由さを知る者には信じがたい

原則としてすべてが開架式なので、図書館

員の出納を経ずして閲覧ができ、英語に不

安がある外国人にとっても理想的な環境に

ある。そのかわり、すべての書籍に電子チ

エック装置があり、許可なく館外に持ち出

すことはできない。

図書検索用のコンピュータはほんとうに

利用しやすく、外国人の私でさえも、検索

にほとんどストレスを感じるところがなか

つた。ただし、蔵書数が膨大であるため、

すべての情報が電子化されるにいたってお

らず、従来の力ードも併用しなけれぱなら

ない場合もある。なお、いくつかのコンピ

ユータには、インターネットに接続できる

ものがあり、合衆国はおろか、海外の研究

機関の情報さえも取り出すことが容易であ

つた。

注目すべきは、その所蔵図書の質の高さ

である高い専門的見識をもった図書館司

書が分野ごとにいるため、蔵書の質にくる

いがない。私の専門の日本中世史関係でも、

おもわず海外にいることを忘れるほどで、

手ぶらで訪れても論文執筆が可能。図書館

としての充実度の印殊は単なる蔵書数をは

るかにうわまわる。この図書館との出会い

に、感涙を禁じ得なかったことを最後に申

し添えたい。なお、執筆にあたって協力を

えたEast Asia Library のScott Edward
Harrison氏に感謝する。

けい
^
^
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ワシントン大学のシンボルとでもいうべき、 suzza110

L心rary。ステンドグラスが美しい。

0
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私にとって図書館とは必要にせまられて行

く場所です。幸か不幸か、レポート提出等の

多い研究室に所属しているので、結果として

図書館の利用術も上手に(?)なりました。

コンピュータ端末で蔵書が検索できるのは大

変便利で、例えぱ、開架されている以外(教
授室、書庫他)の

本を見つけること

ができるのは時周

と手問が省けてい

いです。

また、上述した方法で検索し、自分の欲す

る本が本学に所蔵されていない場合は、その

本の購入を希望することができる希望図書購

入制度もあるので皆さんも機会があれぱ利用

してみてはどぅでしょう。分野によっては時

の流れとともに陳腐化してしまっている本も
あるようですから。

さて、私の大学生活4年問の図書館利用変

遷といえぱ、とても平凡なので大多数の学生

に当てはまると思います。 1年次から2年次

手」

摂南大学図書館報

0

用 口②目

の頃は時閤潰しを兼ね

て5階にあるスボーツ

新聞で野球関連の情報

収集というのが主でし

た。ところが、これが

わりと人気が高くなかなか本来ある場所にな

いのです。今で

もそうではない

でしょうか。雑

誌に関しても同

様で最新版を読

めるのは、皆が講義に出て比較的図書館がす

いている問くらいでしょうか。こういう時は

回想を含めてパックナンバーで我慢するのも

一案です。

3年次以降は前述のとおりで勉学一本(?

での利用となったのですが、皆さんも卒論の

時期に初めて利用することのないよう、時々

立寄ってみて下さい。図書館を利用して損は

ないと思います。

必要にせまられて

経営情報学部経営情報学科4年
ほそやまこと

細谷真

私は毎年、学園祭が終わるとアルパイト 思っています。

漬けの日々を送っていました。文化会本部 私はこの 1 月に、

を引退した時、自分の学生生活について考 又、 TOEICを受けよ

えた結果、卒業ぎでに以前から興味を持っ うと思っていますが、

ていた英語をもう一度学ぽうという事で、 2ケ月先、3ケ月先の資格試験までの勉強
視聴覚室ヘ通い出しました。 でもつらいと思う時が来ると思います。そ
語学を学ぶ為 んな時は、同じ

私と図書館に、テキストを 視聴覚室で弁理
買って独学にい 士や司法書士、法学部4年

そしんだり、週 ただ りつこ
中小企業診断士

多田律子
に1・2度、英会 等を目指してが

話教室に通っていましたが、上達は難しく、 んぱっている友達を見ると、つらさもふっ

費用が高くかかりました。そこで私は、目 とんで、やる気が出てきます。資格取得の
標として、 2ケ月先にロンドンへ行く事に 為、図書館や視聴覚室に通っている方は、
し、最初にNHKの英会話のビデオを、そ 是非、同じように勉強している方に話しか
して、「英語カセット文庫」のテープを定 けて、サークルを作ってみてはいかがでし

期的に聴き続けました。最初から英字新聞 ようか。

を読むより、自然な形で英語に入れたのは、 みなさんも、自分なりに利用方法を工夫
勉強嫌いの私にとっては、大変良かったと してどんどん活用してみてください。

0



本館参考図書室(5F)に配架している

軽雑誌の購入見直しを行うため、利用者を

対象とする『軽雑誌購入希望アンケート

調査を昨年10月に実施しました。

図書館ではこのアンケート調査の実施結

果をふまえ、利用が少ない雑誌の購入を中

止し、購入希望の多かった雑誌に変更する

などの検討作業を行っています。

軽雑誌購入希望アンケ

摂南大学図書館報

[利用の多い軽雑誌ベスト10]

①ザ・テレピジョン@スクリーン

③週刊ベースボール

④Sports Graphic Number

⑤スポーツアイ 6N e vv t o n

⑦Lマガジン OAERA

^

本館視聴覚室(4F)に新しくレーザー

ディスクを購入しました。館内の再生機器

で視聴することができます。今回購入した

のは洋画18本・邦画15本で、主に1980年

以降に製作された名作ぱかりを集めていま

す。レーザーディスクならではの高画質の

映像で名画をお楽しみください。

購入したレーザーディスクは、つぎのと

おりです。

[洋画]

アマディウス 1984年

生きてこそ(1993年 1988年

ガンジー 1982年 1989年

ハ、ツクトゥ・サ

ハ'、ソク・トゥ・サ

ハ'ツク・トゥ・サ

ト実施

門J

^

新着レサ

NO.44

司

@アサヒグラフ

[新規購入希望ベス

①Kansai

②ぴあ

③週刊朝日

塵ヂ

可1 1L"

嵐が丘 1992年

イマジンジョン・レノン

ニューシネマパラダイス

フューチャー 1985年

フューチャー PART21989年

フューチャー PART31990年

@オートバイ

スク紹介

ト 3 ]

Vva l k e r

薇の名前 1986年

プラトーン 1986年

ラスト・オプ・モヒカン

ロ、ソキー 1976年

ロ、ソキー3 1982年

編集後記

@NONNO

.「月日は百代の過客にして、行かふ年も又旅人也」の書き出しではじまる芭蕉の「おくのほそ道」。冒頭が

有名なわりに通読した人は少ないのではないでしょうか。岩波文庫の他何冊か所蔵していますので、一度
通読してみてはいかがでしょう。

.阪神大災やオウム真理教関係の事件など昨任は暗い出来事の多い年でした。今年は良い年であってほし

いと願わずにはおれません。

.今号にご協力いただいた皆様に心から感謝いたします。

普通の人々 1980年

許されざる者 1992年

1993年

ロッキー2 (1979年

ロッキー5 (1990年

[邦画]

お葬式 1984年)

蒲田行進曲(1982年

幕末純情伝(1991年

病院ヘ行こう(1990年

ふたり 1991年)

まあだだよ(1993丘

ミンボーの女(1992年

息子 1991年)
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枚方分館

0720 39-9112

0720 66-3102

06 855-11α)

0

印刷 株関西廣済堂

おろしや国酔夢譚 1992年

青春デンデケデケデケ 1992丘

はるかノスタルジー 1992年

ビルマの竪琴(1985年

僕らはみんな生きている 1992年

マルサの女2 1989年

満月 1991年

〒572

〒573・01

〒5a)

大阪府寝屋川市池田中町17-8

大阪府枚方市長尾峠町45-1

大阪府豊中市蛍池西町2-2-1
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